
大阪市立科学館 ホームページ スタッフ紹介ページ（2006）より 

■解説者佐伯恒夫と火星クレーター・サエキ（2006） 

 

１．プラネタリウム界のパイオニア佐伯恒夫 

 2006年、火星のクレーターに日本人として初めてサ

エキの名前がつくことになった。火星の表面模様や気

象現象の観測で国際的にも知られていた故佐伯恒夫

（1916-1996）を記念したものである。 

 佐伯は電気科学館が開館して３年後の昭和16年、プ

ラネタリウムの解説要員として採用され、昭和47年頃

まで在職していた。その流暢な語り口には定評があり、

多くの見学者に感銘を与えた。また、電気科学館プラ

ネタリウム部門の責任者として大阪市のみならず、全

国的にも活動の幅を広げ、電気科学館の顔としても活

躍した。プラネタリウム導入初期に解説者となり、さ

まざまな工夫を重ね、現在に続くプラネタリウムの生

解説のパターンを確立したという点においてプラネタ

リウム界のパイオニアの一人であった。 

 また、天文教室等の普及教育活動でも大いに能力を

発揮し、その指導によって天文学研究者も育っていっ

た。研究活動では火星の表面形態や気象現象の観測的

研究を行った。その頃は世界的にも余り注目されるこ

とのない分野であったが、宇宙開発時代を迎え、惑星

探査が具体に射程距離に入るようになると、佐伯の月

面や火星面観測ががぜん注目を集めることになった。

そうした業績が評価され、火星面に日本人として初め

てその名がつくことになったものである。 

 佐伯は、教育普及活動は確かな学識に裏打ちされた

経験に基づいてなされるべきであるという博物館学の

基本をまっとうしようと奮闘し、実践できた稀有な例

であった。生前、筆者に対し再三、「電気科学館の首脳

部にはその理解がなく、資料収集・調査研究は無用で

あって、プラネタリウム解説などの普及活動だけ行っ

ていれば良いと言うばかりで困った。だから、研究や

執筆はもっぱら自宅で行ない、著書には所属を全く記

していない」と言っていた。同様のことは現在でもし

ばしば散見されることであるが、そうした周辺の無理

解を個人的な努力で克服していったのが佐伯であった

と言えよう。 

 

２．佐伯さんを巡って 

 佐伯さんは退職後もしばしば元の職場に顔を見せて

くれていたので、私たち後輩はいろいろアドバイスを

戴く機会があり、それは大きな励みとなり、円滑な業

務運営にとても役立った。  

 このように割と密な関係だっただけに、改めて佐伯

さんに原稿を、というような声が出る機会はなかった

が、いよいよ電気科学館が閉館ということになったた

め記録の意味を込めて執筆をお願いしたのが参考文献

【１】【２】の記事であった。中には聞いていなかった

ことも記されており、原稿をお願いして良かったと一

同思ったことだった。 

 そう思うと、原口氏雄さんや、高城武夫さん、神田

壱雄さんなどからもプラネタリウム界黎明期のお話を

いろいろ伺ったのに、書いていただく機会がなかった

のは、今思うに、かえすがえすも残念なことである。

原口さんは電気科学館開館時のスタッフであり、東日

天文館の開館にあたって大阪から派遣された方だけに

話がダイナミックで、その後、大阪府茨木市の市会議

員として中央公民館のプラネタリウムを設置したこと

もあり、たくさんの情報をお持ちであった。高城さん

は開館直後の科学館のスターであり、当時は自ら立ち

上げた和歌山天文館を活動拠点とし、天文教育界の重

鎮であった。いわゆる「お大尽」の風格があり、幅広

い人脈と幅広い知識をお持ちであった。神田さんの原

点は北廻船の船宿（だったかと思う）に誕生したこと

にあって、航海の方から天文に入ったというユニーク

な方で、旧暦や年中行事にめっぽう詳しく、そうした

方面にまるで知識のない筆者には驚異であった。そし

て、市民生活に密着した科学館という施設には欠くべ

からざる知識であることを悟った。 

 

３．火星クレーター・サエキ 

 Saheki命名の件は2006年1月21日の朝日新聞大阪

本社版夕刊に掲載された（【３】）。これに対し、中西美

和子さんが朝日新聞に思い出を投書された（【４】）。中

西さんの甥が宇宙飛行士の野口聡一さんであるという。

【５】は佐伯さんが観測した火星面のフレアー現象を

めぐる話で、アメリカのSky & Telescope 誌に掲載さ

れたものである。 

 なお、佐伯さんは長らく東亜天文学会を基盤に活動

されていた。同会のホームページおよび関連ページの

アドレスは以下のとおり。 

http://www.amy.hi-ho.ne.jp/oaa-web/index.htm 

http://www.mars.dti.ne.jp/~cmo/oaa_mars.html 
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佐伯恒夫（1916-1996）。1959年撮影 

 

 
夏の講座で講義する佐伯。1968年 
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資料１．【３】朝日新聞2006年1月21日大阪本社版夕

刊から 

 

「観測の鬼」火星の地名に 

日本人で初 故・佐伯恒夫さん  

スケッチ５０年 プラネタリウム名解説 

 

 大阪市のプラネタリウムの名解説者として知られた

アマチュア天文家の故・佐伯恒夫さん(1916～96)の名

が、火星の地名になる。大型クレーターの一つが

「Saheki」と命名され、今年8月にある国際天文学連

合(IAU)の総会で正式に決まる。日本人の名前が火星の

地名につけられるのは初めてという。 

 

 火星のクレーターには人名や小都市名などがつけら

れる。地動説のコペルニクス、進化論のダーウィン、

新大陸「発見」のコロンブスなどの人物が名を連ねて

いる。 

 佐伯さんの教えをうけた広島県廿日市市の元プラネ

タリウム解説員、佐藤健さん(67)が01年にIAUに提案

し、このほど内定の連絡が届いた。このクレーターは

火星の南半球にあり、直径85キロ。 

 佐伯さんは独学で天文学を学び、大阪市内の自宅な

どで 50 年間にわたって火星を観測して詳細なスケッ

チに記録した。謎の閃光現象や灰色の雲などの観測で

世界的に知られる。 

 

 一方で、41 年から 71 年まで大阪市立電気科学館

(現・大阪市立科学館)でプラネタリウムの解説を担当。

著書やテレビ・ラジオなどを通じて天文学の普及に力

を尽くした。アマチュア天文家が中心の東亜天文学会

や、日本暦学会の会長も務めた。 

 佐藤さんは「『火星観測の鬼』と呼ばれ、火星に一生

をささげた佐伯先生の名前が火星に刻まれることにな

って大変うれしい」と言う。 

 佐伯さんの長男で兵庫県伊丹市で環境関連会社を営

む雅夫さん(59)は「長年にわたる功績が認められて、

父も喜んでいると思います」と話している。 

（杉本潔記者） 

 

資料２．【４】朝日新聞2006年2月6日大阪本社版投

稿欄から 

 

佐伯先生の名 火星の地名に 

無職 中西 美和子 (大阪市東住吉区74歳) 
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 大阪市立電気科学館(現・市立科学館)でプラネタリ

ウムの解説をしていたアマチュア天文家の故・佐伯恒

夫さんの名前が、火星の大型クレーターの一つにつけ

られるという記事を読みました。私も少女の頃、父に

連れられて弟とプラネタリウムを見に行くのが楽しみ

でした。 

 戦時色の濃い世の中でしたが、電気科学館だけは美

しい夜空を見て夢をふくらませられる唯一の場所でし

た。佐伯先生の解説は私たちにもよく分かるように親

切な話しぶりで、火星に力を入れて観測しておられる

のが伝わってきました。 

 少し赤い星のスケッチも見せて頂きました。天体望

遠鏡をのぞく機会はありませんでしたが、小さなファ

ンのひとりでした。作業服で、腰に手ぬぐいをぶらさ

げたお姿を尊敬して見ていました。 

 プラネタリウムがきっかけにとなり、弟は空への興

味を持ち続けていたようです。やがて、弟の子どもが

大きくなって花を咲かせることになりました。宇宙飛

行士の野口聡一です。 

 いつか人類は火星へ到達する日が来るでしょう。先

生の名前を刻んだ場所が永遠に伝えられるのを、心か

らお祝い申し上げます。 

 

資料３．【５】 Sky and Telescope 110, No.6 (Dec.), 

p.112, 2005  から 
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資料４．プラネタリウム解説草稿 

 佐伯が電気科学館へ採用されてから 10 年間ほどの

間に行ったプラネタリウムや講演会の原稿がいくつか

保存されている。ここに２つを紹介しておく。署名は

旧姓・本名の渡辺、恒男となっている。 

 

 

  

図１．昭和16年（1941年）10月のプラネタリウムの話

題「衛星を巡りて」の解説草稿。9 月に解説員として採

用されたばかりであり、初めての解説にはこうした作業

は欠かせなかったのだろう 

 

図２．昭和17年（1942年）1月のプラネタリウムの話題

は「地球とガリレイ」だった 

 

 

 

  

 


